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今 日 の 都 市 域 に お い て 建 築 技 術 の 発 達 と 経 済 活 動 の 活 発 化 は 、 建 築 形 態 に 大 き
な 多 様 化 を も た ら し 、 伝 統 的 な 都 市 空 間 と 比 べ る ま で も な く 、 混 乱 と も い え る 状
況 を 呈 し て い る 。 そ し て 、 建 築 集 合 が 基 本 と な り 形 成 さ れ る 都 市 空 間 は 、 秩 序 を
失 い 、 そ の 環 境 悪 化 は 深 刻 で あ る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 で 都 市 形 態 学 や 建 築 形 態
学 と 呼 ば れ る 分 野 が 国 際 的 に 確 立 さ れ 、 都 市 空 間 の 秩 序 を 回 復 す る た め の 方 法 論
も 開 発 さ れ つ つ あ る 。 し か し 、 我 が 国 に お い て は 法 の 運 用 に お い て 建 築 自 由 が 最
大 化 さ れ 、 ま た 、 中 高 層 化 す る 高 密 度 市 街 地 に お い て 、 建 築 活 動 に お い て 共 有 す
る 都 市 建 築 の 型 は 生 み 出 さ れ て い な い 。 本 研 究 は 、都 市 形 態 学 の 方 法 に 基 づ く 分
析 を 通 し て 、 無 秩 序 な 建 築 活 動 の 集 積 す る 一 般 的 な 高 密 度 街 区 を 対 象 に 、 そ の 改
善 計 画 の 方 法 論 を 確 立 す る た め の 基 礎 的 研 究 で あ る 。 す な わ ち 、 事 例 と し た 高 密
度 街 区 に 関 す る 克 明 な 調 査 分 析 に よ り 、 都 市 建 築 類 型 を 導 き 出 し 、 多 様 な 建 築 形
態 と 用 途 が 複 合 す る 高 密 度 複 合 市 街 地 の 変 容 を 解 析 し 、 よ り 良 く 誘 導 す る た め の
基 礎 理 論 を 構 築 す る こ と に 取 り 組 ん で い る 。  
 
近 年 、 都 市 形 態 学 （ Urban Morphology） の 分 野 に お い て 、 建 築 ス ケ ー ル か ら 都
市 全 体 に い た る 、 都 市 形 態 の 分 析 と そ の 変 容 に 関 す る 科 学 的 な ア プ ロ ー チ が 成 果
を あ げ つ つ あ る 。 建 築 ス ケ ー ル で は 、 特 に 、 イ タ リ ア の 建 築 類 型 学 が 歴 史 的 環 境
保 全 の 基 礎 理 論 と し て 適 応 さ れ 、 我 が 国 に お い て も 、 歴 史 的 市 街 地 に 関 す る 研 究
で 同 様 の 方 法 が 実 践 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら は い ず れ も 、 建 築 類 型 が 比 較 的
抽 出 し や す い エ リ ア を 対 象 に し た も の で あ る 。  
本 研 究 で は 、 ご く 一 般 の 高 密 度 市 街 地 を 対 象 に 、 都 市 形 態 学 の 方 法 に よ り 、 都
市 建 築 類 型 を 導 き 出 し た 後 、 こ れ を 基 礎 に 敷 地 利 用 の 更 新 に よ る 街 区 変 容 の 実 態
を 解 析 す る 方 法 を 提 示 し 、 実 際 の 地 域 で の 計 画 と 検 証 を 行 い 、 制 御 と 誘 導 の 方 法
論 を 明 ら か に し て い る 。 そ し て 、 第 一 に 、 都 市 建 築 の 類 型 化 と そ れ を 用 い た 市 街
地 の 解 析 に 関 わ る 方 法 論 を 定 位 し 、第 二 に 、経 年 変 化 の 克 明 な 分 析 に よ り 、｢敷 地
利 用 更 新 類 型 ｣を 定 義 し 、街 区 変 容 を 解 析 す る 方 法 を 示 し 、そ の 有 効 性 を 検 証 し て
い る 。 そ し て こ れ ら の 知 見 を も と に 、 高 密 度 街 区 の 改 善 計 画 に 関 す る 試 論 を 、 適
切 に 示 し て い る 。  
 
本 論 文 は 、 8 つ の 章 、 お よ び 各 章 を 要 約 し た 終 章 で 構 成 さ れ て い る 。  
 
1 章 の ｢は じ め に ｣は 、 研 究 の 背 景 と 目 的 、 既 往 研 究 の 整 理 と 研 究 の 着 眼 点 、 用
語 の 定 義 、 研 究 の 枠 組 み を 記 し て い る 。  
  
 2 章 ～ 4 章 は 、複 合 機 能 の 集 積 す る 高 密 度 街 区 と し て 、中 央 区 人 形 町 地 区 、台 東
区 小 島 町 地 区 、 墨 田 区 向 島 地 区 、 江 戸 川 区 一 之 江 地 区 の 4 地 区 を 選 定 し 、 都 市 建
 
 
  
築 の 類 型 に よ る 街 区 形 態 の 解 析 方 法 を 提 示 し て い る 。  
2 章 の ｢都 市 建 築 タ イ プ の 類 型 化 ｣で は 、対 象 地 区 で の 現 状 調 査 を 通 し て 、地 域 ご
と の 都 市 基 盤 の 構 成 と 建 築 の 関 連 性 を 分 析 し 、 各 地 域 に お け る 都 市 基 盤 構 成 と 都
市 変 容 、 建 築 タ イ プ の 特 性 を 明 ら か に し て い る 。  
す な わ ち 、調 査 時 点 で の 対 象 地 域 の 建 物 す べ て（ 人 形 町 567 棟 、小 島 町 648 棟 、
向 島 881 棟 、 一 之 江 311 棟 ） を 調 査 ・ 分 析 を 行 い 、 形 態 別 類 型 化 を 行 い 、 ｢14 の
都 市 建 築 タ イ プ ｣を 抽 出 し 、 本 研 究 の 基 礎 と し て 有 用 な 成 果 を 上 げ て い る 。  
3 章 の ｢都 市 建 築 タ イ プ を 用 い た 市 街 地 の 実 態 と そ の 変 容 の 解 析 ｣で は 、2 章 で 抽
出 し た 都 市 建 築 タ イ プ を 用 い た 対 象 地 区 で の 分 布 実 態 と そ の 変 容 分 析 に よ り 、 地
区 内 の 街 区 特 性 に 応 じ た 市 街 地 の 形 態 的 な 特 質 と そ の 変 容 の 実 態 を 詳 細 に 把 握 し
て い る 。 こ れ ら を 通 し て 、 街 路 の 幅 員 、 立 地 条 件 な ど が 都 市 建 築 形 態 の 規 定 要 因
と な っ て い る 実 態 を 明 ら か に し て い る 。  
 4 章 の ｢都 市 建 築 タ イ プ を 用 い た 建 築 複 合 街 区 類 型 の 抽 出 と 解 析 ｣で は 、 都 市 建
築 タ イ プ の 組 み 合 わ せ に よ り 、 街 区 の 形 態 的 特 性 を 表 現 す る こ と と し 、 街 区 内 で
の 都 市 建 築 タ イ プ の 組 み 合 わ せ に よ り 、 ｢建 築 複 合 街 区 類 型 ｣を 抽 出 し て い る 。 そ
し て 、1 つ の 街 区 の 中 に 含 ま れ て い る 都 市 建 築 タ イ プ の 複 合 の 程 度 を 示 す ｢複 合 度 ｣
を 設 定 し 、 街 区 内 で の 建 築 形 態 変 化 を 街 区 単 位 で 捉 え 、 物 理 的 ・ 計 量 的 に 、 都 市
形 態 の 特 性 や 変 化 を 把 握 す る 方 法 を 確 立 し て い る 。 こ う し て 、 接 道 条 件 や 立 地 条
件 、 街 区 の 内 部 の 形 態 等 と の 関 連 に よ る 街 区 形 態 の 変 容 の 把 握 が 可 能 に な り 、 地
域 内 で の 課 題 や 変 容 を 把 握 す る 方 法 を 確 立 し て い る 。  
 
 5 章 ～ 7 章 は 、街 区 の 経 年 変 化 の 分 析 を 通 し て 、8 つ の ｢敷 地 利 用 更 新 類 型 ｣を 抽
出 し 、 こ れ を 用 い て 、 複 雑 な 高 密 度 街 区 の 変 容 実 態 を 解 析 す る 方 法 を 提 示 し て い
る 。  
5 章 の ｢経 年 変 化 に よ る 敷 地 利 用 更 新 の 状 況 と 変 容 の 実 態 ｣で は 、 各 地 区 の 敷 地
利 用 更 新 を 分 析 し た 結 果 、 建 物 撤 去 、 敷 地 統 合 、 新 築 、 建 替 え 、 敷 地 分 割 、 再 分
割 と い う 6 つ の 敷 地 利 用 更 新 活 動 を 定 義 し て い る 。 こ れ を も と に 、 5 年 単 位 で 敷
地 の 更 新 活 動 か ら 、 8 つ の ｢敷 地 利 用 更 新 類 型 ｣す な わ ち 、 TfⅠ (撤 去 → 空 地 化 )、
TfⅡ (敷 地 統 合 → 空 地 化 )、TfⅢ (空 地 系 → 新 築 )、TfⅣ (敷 地 統 合 → 新 築 )、TfⅤ (建
替 え )、 TfⅥ (敷 地 分 割 → 新 築 )、 TfⅦ (空 地 系 → 敷 地 分 割 )、 TfⅧ (敷 地 統 合 → 再 分
割 → 新 築 )を 抽 出 し た 。 こ れ を 用 い て 、 期 間 別 の 敷 地 利 用 更 新 数 の 変 化 を 分 析 し 、
そ の 変 化 の 様 子 が 地 域 の 特 性 を 反 映 し て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。  
6 章 の ｢接 道 条 件 に よ る 敷 地 利 用 更 新 の 実 態 と 建 築 複 合 街 区 類 型 の 遷 移 ｣で は 、5
章 で 抽 出 し た ｢敷 地 利 用 更 新 類 型 ｣を 用 い て 、同 類 型 の 分 布 と 集 積 の 分 析 を 通 し て 、
街 区 の 接 道 条 件 に よ る 敷 地 利 用 更 新 と 、 4 章 で 抽 出 し た 建 築 複 合 街 区 類 型 の 遷 移
の 関 連 を 明 ら か に し て い る 。 そ の 結 果 、 第 一 に 、 接 道 し て い る 道 路 が 狭 く な る に
つ れ て 、 街 区 内 で の 更 新 活 動 も 急 激 に 減 り 、 街 区 類 型 は 遷 移 し に く く な る こ と 、
 
 
  
第 二 に 、 街 区 類 型 の 遷 移 が あ っ た 街 区 で は 、 特 定 の 敷 地 利 用 更 新 が 複 合 度 の 変 化
に 影 響 を 与 え 、 街 区 の 接 道 条 件 と 街 区 類 型 の 遷 移 、 敷 地 利 用 更 新 が 密 接 に 関 連 し
て い る こ と な ど を 、 分 析 し て い る 。  
7 章 ｢街 区 類 型 の 遷 移 に 関 わ る 敷 地 利 用 更 新 の 分 布 形 態 と 変 容 プ ロ セ ス ｣で は 、
多 様 な 敷 地 利 用 更 新 が 進 ん だ 典 型 的 な 街 区 を 選 定 し 、 敷 地 利 用 更 新 の 分 布 形 態 と
変 容 の プ ロ セ ス を 分 析 し て い る 。 そ の 結 果 、 次 の 2 点 を 明 ら か に し て い る 。 第 一
に 、街 区 類 型 の 遷 移 に は 、3 つ の 敷 地 利 用 更 新 の 分 布 形 態 (分 散 更 新 型 、集 中 更 新
型 、 分 散 +集 中 更 新 型 )が 典 型 と し て 存 在 す る こ と 、 第 二 に 、 そ れ ぞ れ の 場 所 に 敷
地 利 用 更 新 が 重 な っ て 行 わ れ る 場 合 と 、 変 容 が あ っ た 敷 地 と 隣 接 す る 敷 地 が 統 合
さ れ て 連 鎖 的 に 更 新 が 行 わ れ る 場 合 が あ り 、 敷 地 利 用 更 新 の 重 層 と 連 鎖 に よ り 街
区 変 容 が 進 行 し て い る 実 態 を 明 ら か に し て い る 。  
 
8 章 で は 、 以 上 の 知 見 を 用 い て 、 そ の 多 様 な 変 容 の プ ロ セ ス を よ り よ く 誘 導 す
る こ と に よ り 、 都 市 の 将 来 像 を 編 集 す る こ と が で き る と い う 仮 説 の も と に 、 地 理
情 報 シ ス テ ム を 用 い て 計 画 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 都 市 建 築 形 態 学 の 方 法 を 用
い た 街 区 改 善 の 計 画 論 を 示 し た 。  
 
 終 章 は 、 各 章 の 要 約 で あ る 。  
 
 
以上、著者は、高密度街区の改善のための計画論の確立が社会的に要請されている今
日、中でも最も大きな課題を抱える東京の下町地区を対象に、著者の考案した都市建
築形態学の方法により、都市建築とその変容の解析から街区変容を明らかにする方法
を確立し、実態分析と改善計画の基礎としての有効性を検証している。このことは建
築学を基礎とした都市設計・計画学の発展に大きく貢献する成果であり、ここに博士
（工学）を授与する価値あると認める。  
 
 
２００８年２月  
 
主査 早稲田大学教授 佐藤 滋 工学博士（早稲田大学）  
   早稲田大学教授 浅野光行 工学博士（早稲田大学）  
   早稲田大学教授 後藤春彦 工学博士（早稲田大学）  
   早稲田大学教授 有賀 隆 Ph.D  (U.C. Berkeley) 
 
 
 
 
